
予算審査特別委員会
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議
会
だ
よ
り

　目に見えない新型コ
ロナウイルスの感染拡
大で、不安に包まれて
いますが、大空町にも
春が訪れました。明る
い未来が必ず訪れるこ
とを信じ、この困難を
乗り越えましょう。
（４月 30日撮影）

OZORA
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一般会計1億2,636万円減額補正 総額88億6,863万円に
３月定例会３月定例会

令和2年令和2年

３月５日～12日３月５日～12日

大空町議会３月定例会は、令和元年度一般会計補正予算などの 補正議案、専決処分の承認や条例制定議案、
議会側議案を審議しました。
また、令和２年度予算が提案され、「予算審査特別委員会」を 設置し、審議を行いました。

大空町議会３月定例会は、令和元年度一般会計補正予算などの 補正議案、専決処分の承認や条例制定議案、
議会側議案を審議しました。
また、令和２年度予算が提案され、「予算審査特別委員会」を 設置し、審議を行いました。

〜
移
住
・
定
住
ま
で
を

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
〜

移
住
・
定
住
支
援
室
を
設
置

令和元年度

生
涯
学
習
課

参
　
　
　
事

　
　
　
　
研
修
会
館
の
埋
蔵

文
化
財
の
石
刃
は

７
０
０
点
以
上
あ
り
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
全
部
展

示
で
き
な
い
状
況
で
す
。
美

幌
や
斜
里
の
学
芸
員
に
相
談

し
な
が
ら
、
効
果
的
な
展
示

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊
住
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の

制
定

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
豊
住
小
学
校
の
校
舎

跡
地
利
用
の
検
討
経

過
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
網
走
刑
務
所
住
吉

作
業
所
用
地
利
活
用
の
新
聞

報
道
に
、
こ
の
施
設
が
記
載

さ
れ
て
い
た
が
。

総
務
課
参
事
生
涯
学
習
課

参
　
　
　
事

　
　
　
　
閉
校
に
あ
た
り
、

幼
稚
園
と
し
て
の

活
用
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

距
離
が
遠
い
と
い
う
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

幼
稚
園
と
し
て
の
利
用
は
な

く
な
り
ま
し
た
。　

　
そ
の
後
、
活
用
方
法
を
検

証
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
に

定
ま
ら
ず
、
社
会
教
育
施
設

と
し
て
現
在
ま
で
活
用
し
て

き
ま
し
た
。

総
務
課
参
事

　
　
　
住
吉
作
業
所
用
地
と

豊
住
交
流
セ
ン
タ
ー

産
業

課
長

　
　
　
金
融
機
関
や
保
証
協

会
の
審
査
、
役
場
内

部
で
の
確
認
が
あ
り
、
早
け

れ
ば
２
週
間
程
度
か
と
思
い

ま
す
が
、
早
期
の
貸
付
実
行

が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

松
岡
議
員　

Ｑ
　
　
　
信
用
保
証
協
会
の
保

証
付
き
と
い
う
こ
と

で
、
銀
行
の
審
査
が
通
ら
な

け
れ
ば
町
の
審
査
に
上
が
ら

ず
、
相
当
の
日
数
が
か
か
る

と
思
う
が
、
町
の
独
自
財
源

で
行
う
こ
と
も
一
つ
の
考
え

方
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
こ
の
条
例
改
正
だ
け

で
十
分
で
は
な
い
と

承
知
し
て
い
ま
す
。
第
２
弾

と
し
て
、
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

専
決
処
分
の
承
認

　
故
吉
田
礼
元
氏
（
名
誉
町

民
）
ご
逝
去
に
伴
う
町
葬
費

の
専
決
処
分
が
報
告
さ
れ
、

承
認
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
に
鎌
田
宏

惇
氏
、
河
崎
琢
哉
氏
、
坂
巻

重
子
氏
が
推
薦
さ
れ
、
適
任

と
答
申
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員

に
神
田
靖
治
氏
が
任
命
、
監

査
委
員
に
近
藤
克
郎
氏
が
選

任
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

財
産
の
無
償
貸
付
け

　
農
業
用
排
水
路
等
の
維
持

管
理
を
行
う
地
域
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
農
作
業
用

ト
ラ
ク
タ
ー
を
引
き
続
き
、

大
空
町
広
域
協
定
運
営
委
員

会
に
無
償
貸
付
け
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

町
長

　
　
　
人
口
減
少
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

大
空
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の
方
が

大
空
町
で
住
ん
で
み
た
い
と

い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
努
力

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
処
で
き
る
部
署
が
必

要
と
考
え
、
支
援
室
を
設
置

す
る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

　
町
の
活
性
化
の
た
め
に
働

く
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

東
藻
琴
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正三

條
議
員　

Ｑ
　
　
　
研
修
会
館
２
階
に
展

示
し
て
い
る
開
拓
資

料
や
埋
蔵
文
化
財
が
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
移
っ
て
し
ま

う
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
方
も

い
る
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
よ
く
伝
え
な
が
ら
、
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

は
距
離
的
に
非
常
に
近
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
連
携
し

た
活
用
も
考
え
、
今
回
の
情

報
提
供
依
頼
に
も
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
校
舎
跡
地
に
企
業
や

工
場
を
誘
致
と
い
う

考
え
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
働
き
掛
け
し
た

の
か
。

町
長

　
　
　
跡
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
、
企
業
誘
致
と

い
っ
た
具
体
的
な
動
き
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
条
例
化
し
、
公
の
施

設
と
位
置
付
け
ま
す
が
、
部

分
的
に
貸
し
出
す
余
地
も
残

し
、
今
後
、
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

制
定

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
網
走
信
金
旧
女
満

別
支
店
）
を
西
通
り
に
設
置

す
る
意
義
、
役
割
を
忘
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
施
設
の

運
営
に
あ
た
る
指
定
管
理
者

に
伝
え
て
ほ
し
い
。

町
長

　
　
　
目
的
と
し
て
は
福
祉

施
設
で
す
が
、
町
の

中
の
賑
わ
い
と
い
っ
た
考
え

方
か
ら
も
、
こ
の
施
設
を
上

手
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
後
管
理
し
て
い
く
事
業

者
に
も
、
そ
の
趣
旨
を
伝
え

ま
す
。

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
条

例
の
一
部
改
正

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
中
小
企
業
振
興
資
金

融
資
を
受
け
る
ま
で

ど
れ
ぐ
ら
い
の
期
間
が
か
か

る
の
か
。
運
転
資
金
は
明
日

に
で
も
欲
し
い
と
い
う
方
も

い
る
と
思
う
。

　
困
っ
て
い
る
地
元
企
業
を

助
け
る
た
め
、
早
期
に
で
き

る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

　
印
鑑
登
録
条
例
な
ど
９
条

例
の
一
部
改
正
、
豊
住
交
流

セ
ン
タ
ー
条
例
な
ど
３
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
移
住
・
定
住
支
援
室

の
設
置
に
あ
た
り
、

町
長
の
想
い
を
伺
い
た
い
。庁舎３階に新設された移住・定住支援室

町民や町外者との交流の拠点として
活用する豊住交流センター

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、

提
出
い
た
だ
い
た
企
業
と
調

整
し
、
了
承
い
た
だ
き
な
が

ら
町
民
の
皆
様
や
議
会
に
ご

説
明
す
る
機
会
を
設
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
補
助
金
７
千
５
８
０

万
９
千
円
の
事
業
の

内
容
を
伺
い
た
い
。　

産
業
課
長

　
　
　
Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
が

既
存
の
倉
庫
を
活
用

し
、
て
ん
菜
種
子
乾
燥
施
設

を
整
備
す
る
事
業
に
対
す
る

北
海
道
か
ら
の
補
助
金
で
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
種
子
の
生

産
に
係
る
労
働
の
削
減
、
生

産
性
の
向
上
を
図
る
目
的
で

整
備
さ
れ
ま
す
。

各
会
計
補
正
予
算

　
令
和
元
年
度
各
会
計
の
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

網
走
刑
務
所
住
吉
作
業
所
用

地
利
活
用
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
委
託
料
を
減
額
し
た

理
由
を
伺
い
た
い
。

総
務
課
参
事

　
　
　
民
間
事
業
者
か
ら
ど

う
い
っ
た
事
業
が
可

能
か
な
ど
の
情
報
や
意
見
等

を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
事
業
の
公
募
方
針
等
を

策
定
し
て
い
っ
た
ほ
う
が
効

果
が
あ
る
と
い
う
判
断
か
ら
、

業
務
委
託
を
取
り
や
め
た
た

め
、
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
民
間
業
者
か
ら
、
情

報
や
意
見
等
の
声
が

出
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
る

の
か
。

総
務
課
参
事

　
　
　
現
在
、
情
報
提
供
を

民
間
企
業
に
依
頼
し

て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
、

数
社
か
ら
情
報
提
供
を
検
討

し
て
い
る
と
連
絡
や
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

　
期
間
は
、
３
月
９
日
ま
で

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
管

理
運
営
費

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
木
屑
破
砕
機
の
稼
働

状
況
は
。

住
民
課
長

　
　
　
最
終
処
分
場
で
数
年

前
か
ら
保
留
し
て
い

た
木
や
枝
、
直
接
搬
入
さ
れ

る
木
や
枝
、
公
共
施
設
の
木

な
ど
を
フ
ル
稼
働
し
て
処
理

し
て
い
ま
す
。

物
品
の
購
入

　
昨
年
10
月
に
故
障
し
た
ス

ク
ー
ル
バ
ス
更
新
の
た
め
、

29
人
乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

購
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

決
　
　
　
議

　
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
と
、

北
海
道
が
魅
力
あ
る
大
地
で

あ
り
続
け
る
た
め
「
民
族
共

生
の
未
来
を
切
り
開
く
決

議
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

要
望
意
見
書

　
道
立
網
走
高
等
看
護
学
院

の
存
続
を
求
め
る
要
望
意
見

書
を
採
択
し
ま
し
た
。

商店街の賑わいが望まれる

利活用を検討中の住吉作業所用地
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◎
一
般
会
計
歳
出

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
発
注
の
考
え
方

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女

満
別
地
区
の
認
定
こ
ど
も
園

は
昨
年
10
月
に
工
事
着
工
、

今
年
８
月
に
完
成
し
、
10
月

か
ら
の
開
園
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
東
藻
琴
地
区
は
今
年
４
月

に
実
施
設
計
、
10
月
に
建
設

工
事
の
着
工
、
令
和
３
年
10

月
か
ら
開
園
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
事
業

主
体
と
な
り
、
女
満
別
地
区

に
お
い
て
は
、
簡
易
公
募
型

指
名
競
争
入
札
で
執
行
し
て

い
ま
す
。

三
條
委
員

高
校
・
認
定
こ
ど
も
園
推
進
室
参
事

町
民
自
治
推
進
委
員
報
酬

　
　
　
　
　
　
大
空
町
自
治

基
本
条
例
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
２
年

度
、
条
例
の
見
直
し
等
に
つ

い
て
委
員
会
に
諮
問
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
答
申
を

受
け
た
内
容
を
踏
ま
え
、
条

例
の
改
正
を
検
討
し
て
い
く

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推

進
事
業

　
　
　
　
　
　
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。

　
民
設
民
営
の
場
合
、
利
益

が
出
な
い
と
中
止
と
な
る
こ

と
は
想
定
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
の
と
こ

ろ
７
月
に
工
事
が
開
始
、
令

和
３
年
３
月
ま
で
に
完
了
し
、

そ
の
後
、
住
民
向
け
の
加
入

案
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
の
加
入
申
込
み
で
は

一
定
の
目
途
が
立
ち
、
民
設

民
営
に
影
響
は
な
い
と
想
定

し
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
方

へ
加
入
促
進
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
７
月
の
工
事

後
は
、
各
戸
へ
の
接
続
が
随

時
可
能
な
の
か
、
ま
た
は
全

体
の
回
線
網
が
整
備
さ
れ
て

か
ら
の
接
続
と
な
る
の
か
。

三
條
委
員

総
務
課
参
事

三
條
委
員

総
務
課
長

原
本
委
員

　
　
　
　
　
　
民
設
民
営
で

す
が
、
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
行
う
と
い
う
こ
と
で
、

国
か
ら
供
用
開
始
の
時
期
が

示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
各
戸
に
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
各
社
か
ら
ア
ピ
ー

ル
が
あ
る
と
思
う
が
、
契
約

方
法
等
の
説
明
書
き
を
町
で

用
意
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
町
が
会
社
に

替
わ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の

情
報
提
供
は
で
き
る
か
と
思

い
ま
す
。

国
際
教
育
交
流
・
外
国
語
指

導
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
外
国
語
指
導

助
手
に
は
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
ま

で
も
英
会
話
サ
ー
ク
ル
や
地

域
行
事
へ
の
参
加
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。

町　
　
長

原
本
委
員

総
務
課
長

三
條
委
員

生
涯
学
習
課
長

　
現
在
、
女
満
別
地
区
に
配

置
と
な
っ
て
い
る
外
国
語
指

導
助
手
は
、
太
鼓
サ
ー
ク
ル

に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
今
後
さ
ら
に
活
躍
の

場
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

高
校
魅
力
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
高
校
魅
力
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
は
、
委

託
で
本
当
に
良
い
形
の
も
の

が
見
え
て
く
る
の
か
心
配
す

る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

委
託
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

年
度
は
、
プ
リ
マ
ペ
ン
ギ
ー

ノ
と
い
う
会
社
に
「
公
設
塾

の
設
置
運
営
に
関
す
る
業

務
」
と
「
高
校
魅
力
化
に
関

す
る
業
務
」
を
委
託
し
て
い

ま
す
。

　
公
設
塾
全
般
に
関
わ
る
運

営
支
援
、
公
設
塾
ス
タ
ッ
フ

の
研
修
、
教
育
内
容
に
関
す

る
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

高
校
魅
力
化
に
係
る
地
域
と

の
連
携
方
法
な
ど
に
つ
い
て

支
援
い
た
だ
い
て
お
り
、
新

年
度
も
開
校
に
向
け
、
引
き

続
き
委
託
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
公
設
塾
は
現

在
、
ど
の
よ
う
な
運
営
を
さ

れ
て
い
る
の
か
。

三
條
委
員

高
校
・
認
定
こ
ど
も
園
推
進
室
参
事

三
條
委
員

新年度予算 総額 126億 2,255 万円 を可決
　令和２年第１回定例会に提案された令和２年度大空町各会計予算は、議会に「予算審査特別委員会」
を設置し、慎重に審議しました。
　審議の結果、提案内容のとおり可決すべきものと決定し、議員全員の賛成により可決されました。
　本特別委員会での総括質疑・答弁の概要をお知らせします。
　※内容は要約しております。詳細は、両地区図書館または議会ＨＰの「会議録」をご覧ください。
　※歳入、歳出予算の内訳、主な事業内容などは、広報おおぞら４月号をご覧ください。

新年度まちの予算をチェック！新年度まちの予算をチェック！
～令和２年度　予算審査特別委員会～～令和２年度　予算審査特別委員会～

建設中の認定こども園（女満別地区）建設中の認定こども園（女満別地区）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨

年
９
月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し

た
公
設
塾
は
、
女
満
別
高
校

と
東
藻
琴
高
校
の
校
舎
の
中

で
開
設
し
て
い
ま
す
。
大
空

町
の
高
校
の
魅
力
を
高
め
、

町
内
外
か
ら
生
徒
の
確
保
を

目
指
す
こ
と
、
生
徒
の
基
礎

学
力
・
進
路
目
標
の
実
現
、

社
会
で
必
要
と
な
る
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
東
藻
琴
高
校

９
名
、
女
満
別
高
校
17
名
の

生
徒
が
テ
ス
ト
勉
強
や
資
格

の
勉
強
等
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
指

導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

高
校
・
認
定
こ
ど
も
園
推
進
室
参
事

◎
総
括
質
疑

除
雪
業
務
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
負
担
軽
減
や
自
損
事
故

の
軽
減
、
効
率
的
な
除
雪
作

業
に
向
け
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
除

雪
車
の
位
置
情
報
や
作
業
実

績
を
確
認
で
き
る
除
雪
車
運

行
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
現
在
は
、
除

雪
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
た
職

員
が
無
線
を
使
っ
て
位
置
や

進
行
状
況
を
確
認
し
、
除
雪

の
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
費
用
を

含
め
た
形
で
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
全
国
芝
桜
フ

ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
大
空
町
は
多

数
の
方
が
訪
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
万
全
な
感
染
症
対
策

を
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
長
期
戦

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
芝
桜
公
園
管
理
公

社
と
連
携
を
取
り
、
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

後
藤
委
員

建
設
課
長

上
地
委
員

町　
　
長

中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
北
見
市
は
金

融
機
関
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
い

る
企
業
の
融
資
返
済
猶
予
に

関
す
る
要
望
を
出
し
て
い
る

が
、
大
空
町
も
同
様
の
要
望

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
金
融
対
策
の

緩
和
な
ど
、
金
融
機
関
と
し

て
の
取
り
組
み
に
対
す
る
要

請
を
考
え
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
旧
女
満
別
町

が
網
走
市
か
ら
分
村
し
て
１

０
０
年
を
迎
え
る
た
め
、
記

念
事
業
の
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
町
長
の
想
い
、

考
え
な
ど
が
あ
れ
ば
伺
い
た

い
。

　
　
　
　
　
　
平
成
２
年
の

女
満
別
町
開
基
１
０
０
年
記

念
の
際
に
は
、
町
民
ビ
ッ
グ

デ
ー
や
町
民
運
動
会
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
、
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
埋
設
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員

が
、
日
常
行
な
わ
れ
る
自
分

の
仕
事
と
は
違
っ
た
形
の
中

で
携
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か

と
思
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
職

員
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

上
地
委
員

町　
　
長

上
地
委
員

町　
　
長

オ
ホ
ー
ツ
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
地
域
の
魅
力

を
国
内
外
の
多
く
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
観
光
、

物
産
、
移
住
定
住
な
ど
地
域

活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
の
イ

メ
ー
ジ
発
信
事
業
で
あ
る
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
ー
ル
の
効
果
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ー
ツ
ク

イ
メ
ー
ジ
戦
略
推
進
委
員
会

の
会
議
で
は
、
ま
だ
ま
だ
大

空
町
の
認
知
度
は
低
い
が
、

３
年
前
か
ら
見
る
と
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
報
告
が

あ
り
ま
し
た
が
、
一
定
程
度

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
売
り
出
す

こ
と
に
は
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
金
の
運
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
必
要
な
範
囲

で
基
金
を
運
用
し
、
少
し
で

も
予
算
に
反
映
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
財
政
状
況
が

厳
し
い
中
、
公
金
の
運
用
と

い
う
も
の
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
考
え
方
を
ま
と
め
て
い

く
こ
と
を
組
織
と
し
て
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

備
品
の
購
入
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
認
定
こ
ど
も

園
で
使
用
す
る
備
品
の
購
入

田
中
委
員

町　
　
長

齋
藤
委
員

町　
　
長

松
岡
委
員

は
、
地
元
発
注
と
す
る
よ
う

社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、

申
し
入
れ
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
認
定
こ
ど
も

園
の
発
注
に
係
る
事
業
主
体

は
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
仕
切
り
方

は
町
の
手
法
に
準
じ
る
と
思

い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
申

し
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
移
住
・
定
住

は
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
る

が
、
見
込
み
目
標
を
設
定
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
社
会
的
増
減

が
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
以

上
と
い
う
と
こ
ろ
を
目
標
に

掲
げ
な
が
ら
、
ほ
か
の
地
域

か
ら
移
り
住
ん
で
く
だ
さ
る

方
々
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
外
国
人
実
習

生
の
東
藻
琴
地
域
居
住
が
決

ま
っ
て
い
る
が
、
自
治
会
な

ど
と
の
連
携
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
北
海
道
畜
産

公
社
や
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
が

外
国
人
実
習
生
の
受
入
れ
を

行
い
、
町
も
住
居
の
支
援
、

町　
　
長

深
川
委
員

町　
　
長

深
川
委
員

町　
　
長

受
入
れ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
自
治
会
長
や
地
域
の
方
々

に
は
、
良
い
関
係
を
作
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

財
政
状
況
の
町
民
周
知
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
財
政
状
況
の

厳
し
さ
を
行
政
と
し
て
ど
の

よ
う
に
町
民
に
知
ら
し
め
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
財
政
状
況
が

厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
は
、
毎
年
の
町
政
懇
談
会

で
も
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
現
状
の
町
の
財

政
状
況
を
し
っ
か
り
と
伝
え

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

深
川
委
員

町　
　
長

デジタルホワイトボードを活用した遠隔授業デジタルホワイトボードを活用した遠隔授業

パンダパンダ外国語指導助手外国語指導助手

町政懇談会（女満別中央自治会）町政懇談会（女満別中央自治会）
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我が町政を問う

問
　
　
　
大
空
町
の
年
齢
別
人

口
推
移
は
、
令
和
７

年
に
65
歳
以
上
の
老
年
人
口

が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
今
後
、

支
援
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
さ

ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

　
福
祉
の
専
門
家
を
多
く
抱

え
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
が
、

町
と
と
も
に
福
祉
施
策
を
担

っ
て
い
く
重
要
な
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
両

福
祉
会
が
所
有
す
る
施
設
の

状
況
と
、
運
営
上
の
課
題
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
女
満
別
ド
リ
ー
ム
苑

は
、
平
成
６
年
に
30

床
で
供
用
開
始
、
平
成
20
年

に
増
床
し
、
合
計
60
床
で
の

運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
藻
琴
福
寿
苑
は
、

平
成
４
年
に
30
床
で
供
用
開

始
、
平
成
30
年
に
増
床
し
、

合
計
60
床
で
の
運
営
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
に
は
、

両
施
設
と
も
浴
室
、
ト
イ
レ

の
改
修
な
ど
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
運
営
上
の
課
題
は
、
経
営

面
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護
報

酬
の
改
定
に
よ
り
収
入
が
減

少
し
、
経
営
が
厳
し
い
と
い

う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
築
か
ら
25
年
以

上
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

建
物
や
設
備
な
ど
に
課
題
が

あ
る
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
平
成
24
年
度
と
28
年

度
に
行
わ
れ
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
調
査
は
、
ど
の

よ
う
な
内
容
か
伺
い
た
い
。

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
両
法

人
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
併
せ
て
、
統
合
に
つ
い

て
の
協
議
を
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
進
展
が
な
い
こ
と
か

ら
、
平
成
27
年
11
月
に
私
と

両
福
祉
会
の
理
事
長
三
者
で

会
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
統

合
の
必
要
性
を
伝
え
、
協
議

の
再
開
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
６
月
に
両
法
人

に
対
し
て
要
請
書
を
提
出
し
、

９
月
に
介
護
基
盤
の
充
実
強

化
支
援
業
務
を
発
注
、
平
成

24
年
度
に
実
施
し
た
報
告
書

を
ベ
ー
ス
に
経
営
分
析
、
経

営
の
見
通
し
、
経
営
基
盤
充

実
の
必
要
性
等
を
整
理
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
内
容
結
果
に
つ
き
ま

し
て
も
説
明
し
、
協
議
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
確
立
に
向
け
、

町
と
両
福
祉
会
の
今
後
の
関

わ
り
方
は
。

町
長

　
　
　
大
空
町
と
な
り
、
統

合
の
協
議
を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
高

齢
化
の
中
で
介
護
の
現
場
に

お
い
て
は
、
困
難
な
こ
と
も

多
く
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ

の
対
応
の
た
め

に
は
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
す
と
い
う

こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
住
み
慣
れ
た

地
域
で
長
く
暮

ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
、
町
民
の
方

今
後
、
両
福
祉
会
が

進
む
べ
き
方
向
は
？

町
長
▼
統
合
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル

　
　
　
メ
リ
ッ
ト
も
必
要
と
考
え
る

々
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に

は
、
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
し
っ
か
り
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
行
政
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

主
体
と
な
る
両
福
祉
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
両
輪
と
し
て
活
動

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一般
質問

介護現場の作業効率化
として、センサーや見
守りシステムの導入が
急速に進んでいます。
今後進んでいく技術革
新に柔軟に対応するた
めにも、経営基盤の強
化が一層求められると
考えます。

平成６年供用開始の女満別ドリーム苑

平成４年供用開始の東藻琴福寿苑

町
長

　
　
　
平
成

24
年

度
に
実
施
し

た
調
査
は
、

法
人
合
併
支

援
業
務
と
し

て
町
が
業
者

に
委
託
し
、

課
題
の
整
理
、

解
決
の
た
め

の
方
策
、
将

来
の
法
人
の

あ
り
方
等
を

新型コロナウイルス感染症
経済対策事業に 400万円を追加補正

３月30日に開催した第１回臨時会では、補正予算、条例改正の審
議を行いました。

一般会計補正予算３
月
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
伴
い
、
町
内

事
業
者
の
経
営
安
定
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、

商
工
会
が
行
う
商
品
券
事
業

に
対
し
、
支
援
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

◇
飲
食
店
応
援
商
品
券
事
業

�
補
助
金　
１
０
０
万
円

◇
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

�

補
助
金　
３
０
０
万
円

条
例
の
一
部
改
正

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
伴
い
、
経
営

に
影
響
を
受
け
て
い
る
メ
ル

ヘ
ン
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

の
店
舗
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

使
用
料
の
徴
収
猶
予
や
免
除

措
置
を
条
例
に
規
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
他
の
公
共
施
設
内
で

も
、
営
業
し
て
い
る

飲
食
店
が
あ
る
と
思
う
が
。

産
業

課
長

　
　
　
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
施
設
の
み
、
条

例
に
猶
予
等
の
規
定
が
な
く
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
る
事
業
者
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
経
営
の

安
定
化
を
図
る
一
環
と
し
て
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

補
助
金
、
起
業
化
支
援
事
業

補
助
金
、
大
空
町
商
工
業
持

続
化
支
援
事
業
補
助
金
な
ど

の
ほ
か
、
１
人
に
つ
き
10
万

円
を
給
付
す
る
国
の
緊
急
経

済
対
策
に
係
る
事
業
費
な
ど

の
追
加
補
正
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
も
通

所
事
業
が
休
業
と
な

り
、
大
き
な
減
収
と
な
っ
て

い
る
が
、
支
援
を
考
え
て
い

る
か
。

町
長

　
　
　
日
々
状
況
が
変
わ
る

中
、
地
域
の
医
療
機

関
、
介
護
機
関
に
対
す
る
支

援
も
検
討
す
る
よ
う
、
担
当

に
指
示
を
し
て
い
ま
す
。

松
岡
議
員　

Ｑ
　
　
　
な
か
な
か
収
束
の
目

途
が
立
た
な
い
中
、

第
３
次
、
第
４
次
の
支
援
策

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
が
。

町
長

　
　
　
国
の
方
針
と
し
て
固

定
資
産
税
等
の
猶
予

や
減
免
と
い
っ
た
発
表
が
あ

り
、
町
と
し
て
も
使
用
料
等

の
減
免
に
つ
い
て
、
現
在
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
国
、
北
海
道
が
連

携
し
、
休
業
補
償
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
町
で
上

乗
せ
す
る
方
針
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
は
長
期
化
す
る

と
い
う
報
道
も
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
と
き
に
は
町
と
し
て

も
努
力
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
特
別
定
額
給
付
金
10

万
円
の
給
付
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。 　

ま
た
、
電
話
や
訪
問
な
ど

に
よ
り
制
度
を
周
知
し
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
が
、
給
付

金
を
貰
え
る
権
利
を
逃
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
対
応
願
い

た
い
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
令
和
２
年
４
月
27
日

に
大
空
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
民
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

給
付
事
務
に
必
要
な
シ
ス
テ

ム
の
改
修
後
、
５
月
中
旬
に

申
請
書
を
世
帯
主
に
発
送
し
、

申
請
受
付
後
、
順
次
振
込
み

を
行
い
ま
す
。

町
長

　
　
　
誤
り
や
漏
れ
の
な
い

支
給
体
制
を
作
り
、

迅
速
な
対
応
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症経済
対策事業等に９億 359万円を追加補正
４月27日に開催した第２回臨時会では、条例の専決処分、補正予
算等の審議を行いました。

一般会計補正予算４
月
臨
時
会

議会インターネット中継・
録画映像のお知らせ
　議会の情報公開を進めるため、
審議状況をインターネット上で
ライブ映像、録画映像を配信して
います。
　傍聴に行けない方など、ご家庭
のパソコン、スマートフォン、タ
ブレット等でご覧いただけます。
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我が町政を問う

問
　
　
　
　
近
年
、
地
方
で
は

少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
で
、
会
員
の
確
保

や
育
成
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
自
治
体
も
出
て
き
て

い
る
が
、
大
空
町
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
や
会
員

確
保
の
現
況
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

町
長

　
　
　
現
在
、
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い

る
団
体
は
９
つ
、
登
録
人
員

は
１
９
１
名
、
個
人
登
録
が

17
名
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
に
そ
ら
っ
き
ー
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
て
お
り
、
延
べ
２
，

６
８
４
人
以
上
の
方
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
の

報
告
書
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
の
年
齢
層
は
50
歳
以

上
の
方
が
約
７
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
空
町
に
お
い
て

も
、
年
齢
層
の
高
い
方
々
が

頑
張
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り
、

平
成
26
年
度
と
比
較
す
る
と
、

団
体
数
は
４
団
体
、
登
録
者

人
数
は
61
人
増
え
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
会
員
の
確
保

に
は
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
状

況
も
伝
え
聞
い
て
い
ま
す
。

福
祉

課
長

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
主
な
活
動
状
況
と

し
て
、
花
壇
の
整
備
・
管
理
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
、
高

齢
者
訪
問
の
協
力
、
福
祉
施

設
へ
の
訪
問
・
慰
問
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
運
営
協
力
、

世
代
間
交
流
の
運
営
補
助
、

高
齢
者
・
小
学
生
・
高
校
生

へ
の
調
理
実
習
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
若
い
人
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
関
心

を
持
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て

い
る
が
、
活
動
に
対
す
る
理

解
が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に

思
っ
て
い
る
。

　
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
周

知
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
。

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員

町
長

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
践
者
交
流
会
を
開
催
し
て

お
り
、
こ
れ
は
町
民
の
理
解

と
関
心
を
高
め
る
試
み
の
一

つ
だ
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
世
代
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
土

壌
、
習
慣
を
作
っ
て
い
く
こ

と
を
考
え
ま
す
と
、
教
育
の

現
場
、
ま
た
職
場
の
中
で
の

取
り
組
み
に
も
配
慮
し
な
が

ら
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
掛
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。問

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
は
、
福
祉
な
ど
で

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
介
護
保
険
法
上
の
地
域
支

援
事
業
研
修
を
受
け
た
方
が

対
象
だ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
介
護
支
援
制
度
を
設
け
て

い
る
自
治
体
も
出
始
め
て
お

り
、
そ
う
い
う
研
修
、
育
成

な
ど
も
今
後
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
、

地
域
福
祉
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
研
修
会
を
実
施
し

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
今

後
も
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

関
心
を
高
め
る
に
は

町
長
▼
新
た
な
仕
組
み
を
考
え
て

　
　
　
い
き
た
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
、
そ
ら
っ
き
ー
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
だ
け
で
は
、
次

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
繋
げ
る

意
味
で
は
、
不
十
分
な
と
こ

ろ
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

記
録
が
残
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
の
あ
り
方
や
、
自
分
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
た
い
と

き
に
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
使

え
る
よ
う
な
地
域
通
貨
の
理

念
と
い
っ
た
も
の
も
、
次
の

段
階
と
し
て
仕
組
み
を
つ
く

り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皆

さ
ん
が
得
意
の
分
野
、
関
心

の
高
い
分
野
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
で
き
る
、
そ
の

こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

わ
る
方
々
の
、
実
質
的
な
養

成
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ボランティア活動による花壇整備

一般
質問

新型肺炎の影響で学校
が休校になり保護者の
皆さんは大変な思いを
されているのではない
でしょうか？
同じ保護者として一刻
も早く終息するのを
願っています。

問
　
　
　
大
空
町
の
春
を
代
表

す
る
風
景
と
言
え
ば
、

東
藻
琴
芝
桜
公
園
内
一
面
に

咲
き
誇
る
芝
桜
で
あ
り
、
満

開
時
に
は
多
く
の
観
光
客
に

喜
ば
れ
、
最
近
で
は
訪
日
外

国
人
旅
行
者
も
数
多
く
来
園

し
て
い
る
。

　
現
在
は
、
東
藻
琴
芝
桜
公

園
管
理
公
社
が
管
理
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
数
年
の
入
園

者
数
と
、
園
内
各
施
設
の
利

用
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
に
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
全
国

芝
桜
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を

伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
こ
こ
数
年
の
入
園
者

数
は
、
平
成
27
年
が

９
万
２
千
人
、
平
成
28
年
が

８
万
７
千
人
、
平
成
29
年
が

７
万
６
千
人
、
平
成
30
年
が

８
万
１
千
人
、
昨
年
が
７
万

１
千
人
で
す
。

　
平
成
29
年
の
減
少
の
要
因

は
週
末
の
天
候
不
順
、
ま
た
、

真
教
室
の
開
催
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

地
域
振
興

課
長

　
　
　
令
和
元
年
の
主
な
施

設
の
利
用
者
数
は
、

ゴ
ー
カ
ー
ト
が
８
，
４
９
０

人
、
遊
覧
車
が
１
万
７
，
５

５
３
人
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
１
，

１
９
７
人
、
温
浴
施
設
が
１
，

３
５
９
人
、
釣
り
堀
が
１
，

０
７
１
人
と

な
っ
て
い
ま

す
。問

　
　
　
芝
桜

公
園

管
理
公
社
の

事
業
報
告
で

は
、
イ
チ
ゴ

ハ
ウ
ス
の
収

支
は
、
平
成

28
年
度
が
マ

イ
ナ
ス
４
３

６
万
円
、
29

年
度
が
マ
イ

ナ
ス
３
９
８

万
円
、
30
年

開
花
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
復
興
割
が
終
了
し

た
反
動
減
、
大
型
10
連
休
に

よ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
の
変
化
、

そ
し
て
５
月
の
猛
暑
と
強
風

が
原
因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
花
観
光
を
核
と

す
る
観
光
地
が
一
堂
に
会
す

る
全
国
芝
桜
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
、
全

国
に
芝
桜
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い

と
考
え
て
お

り
、
５
月
21

日
、
東
藻
琴

農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

で
の
開
催
を

予
定
し
て
い

ま
す
。
絶
景

を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
す
る
写

真
家
に
よ
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
情
報

発
信
の
基
調

度
が
マ
イ
ナ
ス
３
６
０
万
円
。

温
浴
施
設
は
、
平
成
28
年
度

が
マ
イ
ナ
ス
１
２
７
万
円
、

29
年
度
が
マ
イ
ナ
ス
１
３
５

万
円
、
30
年
度
が
マ
イ
ナ
ス

１
３
８
万
円
と
赤
字
が
大
き

く
、
地
域
住
民
や
議
員
か
ら

も
心
配
す
る
声
が
上
が
っ
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

収
支
改
善
を
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長

　
　
　
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
、
温

浴
施
設
は
、
大
空
町

と
な
っ
て
か
ら
整
備
し
た
も

の
で
す
が
、
ご
指
摘
の
と
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
大

講
演
、
芝
桜
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
町
村
、
事
業
所
の
方

に
参
加
い
た
だ
く
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
芝
桜
公
園
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
管
内
花
公

園
周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー
、
道
外

の
芝
桜
と
連
携
し
た
芝
桜
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
、
写

き
な
赤
字
収
支
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
イ
チ
ゴ

は
６
月
の
収
穫
後
、
栽
培
を

終
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
そ
の
後
の
ハ
ウ
ス
施
設
利

用
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

白
紙
の
状
態
で
す
。
今
後
、

議
会
の
皆
さ
ん
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
温
浴
施
設
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て

の
位
置
づ
け
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
単
純
に
休
止
と
い
う
こ

と
を
今
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

利
用
の
期
間
や
時
間
帯
の
短

縮
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、

経
費
の
節
減
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
と
温
浴
施
設
の
赤
字
に
つ
い
て

町
長
▼
事
業
の
中
止
や
収
支
改
善
を
考
え
た
い毎年多くの観光客が訪れる芝桜公園

利用方法を見直しするイチゴハウス

一口
　メモ

全国芝桜フォーラム、芝桜公園
ライトアップ等は、新型コロナ
ウイルス感染症対策のため、令
和３年度に延期することになり
ました。
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我が町政を問う

問
　
　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
日
米
貿
易

協
定
が
締
結
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
起
こ
り

え
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
現
時
点
で
想
定
さ
れ

る
、
大
空
町
農
業
へ
の
影
響

と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ

離
脱
後
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

と
な
り
、
２
０
１
８
年
12
月

30
日
に
協
定
が
発
効
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
米
貿
易
協
定
に

つ
い
て
は
、
本
年
１
月
に
発

効
と
な
り
、
発
表
で
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
を
超
え
た
内
容
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
海
外

か
ら
安
い
農
畜
産
品
な
ど
が

輸
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農

業
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
小
麦
は
、
価
格
の
低
下
や

経
営
所
得
安
定
対
策
財
源
の

減
少
が
考
え
ら
れ
、
牛
肉
は
、

特
に
競
合
す
る
乳
用
種
や
交

雑
種
を
中
心
と
し
た
価
格
の

低
下
が
大
き
な
課
題
か
と
思

い
ま
す
。
豚
肉
も
同
様
で
す
。

バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
の
乳
製
品

等
も
同
様
で
あ
り
、
い
ず
れ

の
作
目
、
産
品
に
し
て
も
、

価
格
が
低
下
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
意
欲

の
低
下
に
繋
が
る
こ
と
を
恐

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
、
担
い
手
の
育
成
、

畜
産
施
設
の
整
備
、
機
械
の

導
入
、
さ
ら
に
肉
用
牛
、
酪

農
経
営
の
増
頭
、
増
産
な
ど

の
支
援
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
の
考
え
方
と
し
て
は
、

国
の
様
々
な
対
策
事
業
を
し

っ
か
り
と
活
用
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
Ｊ
Ａ
と
連
絡
を
密
に

し
、
農
業
の
進
む
べ

き
方
向
を
間
違
わ
な
い
よ
う

に
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
小
規
模
農
業
経
営
者
の
収

益
力
を
高
め
る
作
物
を
、
行

政
が
主
導
権
を
握
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
経
過
も
過
去
に

三
さん

條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

は
あ
る
。

　
世
界
情
勢
を
見
な
が
ら
、

必
要
な
と
き
は
先
行
投
資
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
Ｊ
Ａ
と
の
協
力
関
係

は
な
く
て
は
な
ら
ず
、

え
方
を
持
っ
て
農
業
の
振
興

に
あ
た
り
ま
す
。

問
　
　
　
周
辺
で
は
、
新
し
い

作
目
に
も
目
を
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
も

あ
る
の
で
、
メ
ル
ヘ
ン
カ
ル

チ
ャ
ー
の
温
室
ハ
ウ
ス
等
を

利
用
し
、
こ
の
地
域
に
適
し

た
作
物
は
な
い
の
か
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
メ
ル
ヘ
ン
カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
、
東
藻

琴
高
校
な
ど
を
活
用
し
て
、

体
験
・
試
験
農
場
的
に
使
う

可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
長
い
も
の
機
能
性
の
活
用

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
新
し
い
分
野

に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
日
米
貿
易
協
定
に

よ
る
農
業
へ
の
影
響
は

町
長
▼
国
の
様
々
な
事
業
を
活
用
し

　
　
　
対
策
を
講
ず
る

輸入と競合し、価格の下落が心配される

一般
質問

新型コロナウイルスの
影響で世界中大変な思
いをされています。
当分の間、規制が続く
と思いますが、免疫力
を高め健康に過ごしま
しょう。

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
に

つ
い
て
、
大
空
町
と
し
て
の

対
応
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
チ
ラ
シ
や
メ
ー
ル
配

信
等
に
よ
り
、
手
洗

い
な
ど
の
予
防
策
の
徹
底
と
、

発
熱
や
風
邪
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
仕
事
や
学
校
を
休
み
、

外
出
を
控
え
る
こ
と
な
ど
を

情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
25
日
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
を
設
置
し
、
町
主
催
の

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
原
則
中

止
ま
た
は
延
期
、
会
議
等
は

基
本
的
に
延
期
と
し
、
や
む

を
得
ず
開
催
す
る
場
合
は
、

予
防
策
の
徹
底
を
指
示
し
て

い
ま
す
。

　
町
立
学
校
等
は
、
春
休
み

ま
で
の
期
間
を
臨
時
休
校
と

し
、
ま
た
、
一
定
条
件
の
も

と
、
預
か
り
保
育
等
の
対
応

を
行
い
ま
す
。

問
　
　
　
町
内
の
河
川
で
、
雑

木
等
の
繁
茂
に
よ
り
、

大
雨
時
に
氾
濫
し
、
流
域
に

影
響
を
与
え
る
箇
所
は
な
い

か
。
ま
た
、
国
や
道
、
町
が

管
理
す
る
河
川
の
状
況
を
伺

い
た
い
。

町
長

　
　
　
町
内
の
河
川
は
、
国

管
理
が
網
走
川
、
北

海
道
管
理
が
サ
ラ
カ
オ
ー
マ

キ
キ
ン
川
、
ト
マ
ッ
プ
川
、

パ
ナ
ク
シ
ュ
ベ
ツ
川
、
女
満

別
川
、
黒
瀬
川
、
藻
琴
川
で

す
。

　
網
走
川
で
は
、
河
川
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
河
道
掘
削

や
雑
木
伐
採
な
ど
の
維
持
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

内
水
対
策
と
し
て
、
本
郷
排

水
機
場
及
び
排
水
路
の
機
能

向
上
工
事
が
今
年
度
で
完
了

し
ま
す
。

　
サ
ラ
カ
オ
ー
マ
キ
キ
ン
川
、

女
満
別
川
が
、
平
成
27
年
の

台
風
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
し
、

問
　
　
　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

へ
の
自
動
セ
ン
サ
ー

手
洗
い
の
設
置
等
、
改
善
す

べ
き
と
こ
ろ
が
身
近
に
多
々

あ
る
と
思
う
が
。

　
ま
た
、
商
工
業
者
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

経
済
的
影
響
が
出
て
い
る
が
、

国
や
道
の
対
策
を
見
極
め
、

対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
長

　
　
　
手
洗
い
等
の
洗
浄
対

策
は
、
自
動
化
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
国
は
２
月
13
日
に
中
小
企

業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
資

金
繰
り
対
策
を
重
視
し
た
別

枠
で
の
融
資
、
ま
た
雇
用
調

整
助
成
金
を
活
用
し
た
支
援

策
を
発
表
し
、
北
海
道
も
融

資
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　
町
も
、
中
小
企
業
振
興
資

金
の
別
枠
の
運
転
資
金
を
融

資
で
き
る
よ
う
検
討
中
で
す
。

農
業
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

を
契
機
に
、
パ
ナ
ク
シ
ュ
ベ

ツ
川
を
除
く
５
河
川
で
は
、

護
岸
や
堤
防
工
事
、
河
道
掘

削
に
合
わ
せ
た
雑
木
の
伐
採

等
、
対
策
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

望
む
状
況
に
は
届
い
て
い
ま

せ
ん
。

　
町
の
管
理
河
川
は
、
北
海

道
管
理
河
川
の
上
流
部
な
ど

で
す
が
、
土
砂
の
堆
積
、
雑

木
の
繁
茂
に
よ
り
、
排
水
機

能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
未
整
備
河
川
が
多

く
、
降
雨
時
や
融
雪
時
に
河

岸
の
決
壊
に
よ
る
被
害
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

維
持
管
理
以
外
の
河
川
工
事

は
、
災
害
時
に
災
害
復
旧
事

業
で
対
応
し
て
い
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
と
い
っ
た
状
況
で

す
。問

　
　
　
大
雨
が
降
っ
て
決
壊

や
氾
濫
し
そ
う
な
箇

問
　
　
　
高
齢
者
の
中
に
は
、

情
報
が
伝
わ
り
に
く

い
方
も
相
当
数
お
り
、
複
数

回
に
わ
た
り
伝
え
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
筋
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
、

健
康
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
特
に
高
齢
者
の
方
々

の
体
調
異
変
を
把
握

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
方
々
へ
の
情
報

伝
達
に
は
、
し
っ
か
り
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

所
を
重
点
的
に
点
検
し
、
周

辺
に
影
響
が
な
い
よ
う
努
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
先
日
、
網
走
川
流
域

の
大
規
模
洪
水
対
策

と
し
て
、
北
海
道
開
発
局
や

流
域
市
町
の
７
機
関
で
ビ
ジ

ョ
ン
を
ま
と
め
ま
し
た
。
河

川
へ
の
負
荷
を
下
げ
る
た
め
、

排
水
路
は
ど
う
す
べ
き
か
等

を
決
め
て
取
り
組
み
し
て
い

き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・

経
済
等
の
町
の
対
策
は

町
長
▼
予
防
策
の
徹
底
と
経
済
対
策
等

　
　
　
し
っ
か
り
対
応
す
る
　
　

河
川
で
大
雨
時
に
氾
濫
し
、

流
域
に
影
響
を
与
え
る
箇
所
は

町
長
▼
町
の
管
理
河
川
は
数
カ
所
あ
る
が

　
　
　
災
害
時
に
対
応

ＴＰＰ１１と日米貿易協定
一口
　メモ

　11ヶ国による「環太平洋パートナーシップＴＰＰ11協定」と
「日米貿易協定」は、貿易を強力かつ安定的で互恵的な形で拡大
するため、一定の農産品及び工業製品の関税を撤廃または削減す
るもの。

過
去
に
は
和
牛
や

玉
ね
ぎ
、
花
卉
な

ど
も
町
と
Ｊ
Ａ
が

一
緒
に
な
り
普
及

に
あ
た
っ
て
き
ま

し
た
。
ビ
ー
ン
ズ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
や

光
ケ
ー
ブ
ル
の
敷

設
な
ど
は
、
町
が

主
導
的
に
ま
ず
は

進
め
な
が
ら
協
力

を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
町
と
し
て
、
し

っ
か
り
と
し
た
考

マスク着用で開催した定例町議会

雑木が繁茂する女満別川
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我が町政を問う

問
　
　
　
障
が
い
児
、
障
が
い

者
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
お
け
る
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
幼
児
期
、
学
齢

期
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

の
現
状
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
特
別
支
援
学
級
に
在

籍
す
る
児
童
数
は
、

女
満
別
小
学
校
、
東
藻
琴
小

学
校
２
校
で
19
名
、
女
満
別

中
学
校
と
東
藻
琴
中
学
校
合

計
で
15
名
で
あ
り
、
年
々
増

加
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
は
町

独
自
に
補
助
教
諭
を
４
名
配

置
し
、
教
育
内
容
や
支
援
の

充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
通
級
指
導
教
室
は
、
平
成

25
年
４
月
に
北
海
道
教
育
委

員
会
か
ら
女
満
別
小
学
校
へ

の
設
置
が
認
め
ら
れ
教
室
を

開
設
し
、
東
藻
琴
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
女
満
別
小
学
校

の
通
級
指
導
担
当
教
員
が
週

５
日
、
巡
回
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
開
設
当
初
は
16

名
で
し
た
が
、
現
在
は
両
小

学
校
合
計
で
60
名
と
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
も
通
級
指
導
体

制
の
整
備
が
必
要
と
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
管
内
で
は
北
見
市
の

中
学
校
１
校
の
み
し
か
、
開

設
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
町
内
の
中
学
校
に
お
き
ま

し
て
は
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
な
ど
、
複
数
教
員
に
よ

る
指
導
方
法
を
活
用
し
、
個

々
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
対

応
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る

幼
稚
園
、
小
学
校
及
び
中
学

校
の
連
携
と
し
て
は
、
学
校
、

教
育
委
員
会
、
町
福
祉
部
局

に
よ
る
特
別
支
援
連
携
協
議

会
に
お
い
て
、
教
育
相
談
員

が
中
心
と
な
り
、
連
続
し
た

支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
未
就
学
児
12
名
が

網
走
市
の
子
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
に
参
加

松
まつ

田
だ

信
のぶ

行
ゆき

 議員

し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
教
育
相
談
員
を

中
心
と
し
て
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
や
情

報
共
有
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。問

　
　
　
学
齢
期
に
お
け
る
放

課
後
の
居
場
所
の
確

保
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

り
、
検
討
に
少
々
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。問

　
　
　
ち
あ
ふ
る
は
、
展
開

の
拠
点
だ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
利
用
者
及
び
ニ

ー
ズ
が
増
え
れ
ば
女
満
別
地

区
に
も
展
開
の
場
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
大
空
町
内
で
２
棟
建

て
に
は
し
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
距
離

的
な
問
題
か
ら
、
就
労
を
事

業
と
し
て
行
っ
て
い
く
場
合

の
事
務
的
拠
点
と
い
っ
た
も

の
は
、
要
望
と
し
て
は
あ
る

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
ニ
ー
ズ
や
考
え
方

を
ま
と
め
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

障
が
い
者（
児
）の
支
援
体
制
は

教
育
長
▼
教
育
相
談
員
が
中
心
と
な
り

　
　
　
　
体
制
を
構
築

町
　
長
▼
ニ
ー
ズ
を
取
り
ま
と
め
な
が
ら

　
　
　
　
進
め
た
い

ちあふるで行なわれている就労継続支援Ｂ型事業

一般
質問

令和２年度は、８名の
新規職員が採用されま
した。大空町職員とし
て、また地域人として
活躍を期待します。

問
　
　
　
地
域
活
動
の
活
性
化

及
び
行
政
運
営
の
円

滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
地
域
担
当
職
員
制
度
を

導
入
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
状
況
と
評
価
、

検
証
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
合
併
直
後
、
町
民
の

顔
を
覚
え
る
、
町
民

の
方
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
う

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
制
度
化

し
た
も
の

で
、
導
入

し
て
か
ら

12
年
が
経

過
し
、
効

果
の
検
証

が
必
要
な

時
期
に
な

っ
た
と
考

え
て
い
ま

す
。

　
町
民
の

皆
さ
ん
は

ど
う
思
っ

て
い
る
の

か
。
職
員

問
　
　
　
網
走
市
と
大
空
町
に

お
い
て
、
平
成
23
年

に
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
が

締
結
さ
れ
、
令
和
３
年
に
は

第
３
次
網
走
市
大
空
町
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
が
始

ま
ろ
う
か
と
思
う
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と

し
て
、
救
急
搬
送
に
お
け
る

体
制
整
備
、
網
走
厚
生
病
院

に
お
け
る
脳
神
経
外
科
の
開

設
、
観
光
分
野
で
は
体
験
型

の
旅
行
を
企
画
し
、
民
間
企

業
と
共
同
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
、
国
内
外
の
航
空
会
社
や

旅
行
会
社
へ
の
誘
致
活
動
、

産
業
分
野
で
は
長
い
も
の
販

路
拡
大
、
新
た
な
機
能
性
商

品
の
開
発
、
環
境
に
関
し
ま

し
て
は
、
網
走
湖
、
網
走
川

や
藻
琴
川
の
保
全
活
動
、
生

活
排
水
の
共
同
処
理
、
使
用

料
の
割
り
増
し
規
定
の
適
用

除
外
、
職
員
の
合
同
研
修
も

の
制
度
に
対
す
る
意
識
や
負

担
感
な
ど
を
検
証
し
、
廃
止

も
含
め
た
見
直
し
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
町
民
と
の
会
話
の
中

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
職
員

の
人
間
形
成
を
目
的
の
一
つ

と
加
え
て
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
。

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
の
処
理
や
水

道
事
業
な
ど
に
お
い
て
も
、

広
域
的
な
取
り
組
み
を
検
討

す
べ
き
課
題
と
捉
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
今
は
大
空
町
と
網
走

市
で
圏
域
を
結
ん
で

い
る
が
、
も
っ
と
大
き
な
エ

リ
ア
で
考
え
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
思
う
。
共
生
ビ
ジ

ョ
ン
の
懇
談
会
で
も
、
こ
れ

か
ら
の
圏
域
の
あ

り
方
と
い
う
こ
と

も
題
材
に
し
て
検

討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
長

　
　
　
定
住
自
立

圏
も
、
今

の
１
市
１
町
だ
け

で
い
い
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す

と
、
さ
ら
に
広
範

囲
の
中
で
、
い
ろ

い
ろ
な
事
業
が
考

え
ら
れ
る
の
で
は

町
長

　
　
　
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
立
場
で
町
政
を
担

っ
て
い
く
若
い
職
員
も
、
こ

れ
か
ら
管
理
職
に
な
っ
て
い

く
職
員
な
ど
も
含
め
て
、
育

成
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
地

域
の
方
々
、
町
民
の
方
々
と

色
々
な
会
話
を
通
じ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
う
、
さ
ら
に
は
、
政
策
立

案
に
向
け
て
の
地
域
の
課
題

と
い
う
も
の
を
、
自
分
と
し

て
受
け
と
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
材
育
成
と
し
て

の
制
度
の
あ
り
方
と
い
う
と

こ
ろ
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
制
度

の
趣
旨
を
お
伝
え
し
、
一
方

で
職
員
の
意
識
調
査
な
ど
も

行
い
な
が
ら
、
こ
の
制
度
の

見
直
し
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
現
に

医
療
分
野
に
お
い
て
は
、
斜

里
、
小
清
水
、
清
里
と
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
関
係
性
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
定
住
自
立
圏
を
ど
の

よ
う
に
有
効
に
活
用
し
て
い

く
か
と
い
っ
た
議
論
を
、
こ

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
全
体
で

で
き
る
よ
う
な
投
げ
掛
け
も

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
後
の
地
域
担
当
制
度
の
役
割
は

町
長
▼
職
員
の
意
識
調
査
な
ど
を

　
　
　
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
た
い

圏
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て

町
長
▼
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
全
体
で

　
　
　
議
論
で
き
る
よ
う
投
げ
掛
け
た
い

町
長

　
　
　
保
護
者

や
関
係

者
か
ら
は
、
町

内
に
設
置
し
て

ほ
し
い
と
い
う

話
も
伺
い
ま
す
。

設
置
す
る
た
め

の
場
所
、
ま
た

設
置
者
の
選
定
、

利
用
者
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
と
い

っ
た
課
題
が
あ

地域担当職員も参加した大東農民休日祭

斜網圏域で取組んだ網走厚生病院脳神経外科の開設

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）に開かれます。また、
臨時町議会は必要に応じて随時開かれますので、お気軽に傍聴に
お越しください。詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

6月定例会は、 6月１8日（木） から開かれる予定です。
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議会報告会・町民と の意見交流会を開催
令和元年度

主な質問・意見等 議会側の回答
●商工会東藻琴支所の近くに新設した駐車場は、停めて
も良いのでしょうか。

◆商工会や道の駅利用者に使用していただくため整備し
たものです。すでに完成し、使用可能となっています。

●空港民営化により乗降客も増え、女満別空港線も今ま
で以上に車の通行量が多くなると思います。店舗を新
たに開設したいという方も出てくると思いますが、土
地利用の青写真作成に動き出したほうが良いのではな
いかなと思っています。

◆ここ数年、大型店舗などができ、女満別市街地区の様
相も少し動きが出てきていると、皆さんも感じている
と思います。空港民営化に伴い、今後動きが出てくる
ことは間違いありませんので、状況を踏まえた中で、
取り組んでいきたいと思っています。

●農協懇談会で、駅前の石蔵倉庫は将来的に解体すると
いう計画があると聞きました。耐震上、危険性の高い
建物であるという説明でしたが、農協だけではなく、
町全体の問題として、文化財的な評価というものを考
えてみてはどうでしょうか。

◆大空町に建物の文化財はなく、施設を残すことは有意
義なことだと思いますが、耐震費用がどれだけ掛かる
のか、何を目的として残すのか、文化財というだけで
残して良いのか、今の段階で答えはでませんが、ご意
見があったということを町側に伝え、議会の中でも具
体的な考えが出れば町側に示したいと思います。

●女満別住吉地区の刑務所作業所用地は、将来的には大
空町で譲渡を受け、町として何かできるのか、それと
も法務省と連携をしていかなければならないのでしょ
うか。

◆当初は町で購入して、事業展開を考えていましたが、
現時点では共同で事業を進めていこうという形になっ
ています。

●旧豊住小学校の施設、隣接している保育所もいずれは
なくなります。活用する方法を検討していただきたい
と思います。

◆旧豊住小学校を含め、刑務所作業所用地を利用して何
ができるのか、民間事業者に提案してほしいという段
階です。まだ事業展開は白紙の状態ですが、作業所用
地や学校敷地を見に来ている企業もあると聞いていま
すので、何らかの声が上がってくるだろうと思ってい
ます。

◆議会報告会の部【前半】（３常任委員会からの報告）
　◇網走信用金庫旧東藻琴支店の改修工事及び駐車場整備の進捗状況について
　◇女満別研修会館・ゲートボールセンターの利用状況及び管理運営について
　◇のんきっず館の利用状況について　◇合同納骨塚の利用状況について
　◇議会広報について　　など
●意見交流の部【後半】
　◇自由に意見交換を行いました。

　大空町議会の活動内容を報告するとともに、町
民皆さんと「まちづくり」について語り合う『令
和元年度 議会報告会・町民との意見交流会』を
２月８日に開催しました。

　21名の方の参加をいただいて、たくさんのご
意見等をいただきましたので、主な内容をお知ら
せします。

主な質問・意見等 議会側の回答
●土地を借りて畑を作っていますが、元々の母屋と倉庫
がかなり荒れています。不在者地主で、なかなか連絡
がとれないのですが、解体する方法を考えていただけ
ればと思います。

◆町では、空き家対策の計画を新たに策定する準備に入っ
ています。どのような対策があるのか、町の担当課に
内容を伝えておきます。

●新しいゴミ処理場はどこにできるのでしょうか。 ◆新しい最終処分場は、どこに建設するかということも
含めて検討している段階であり、まだ決まっていませ
ん。

●最近は農業もコンピュータを使い、クラウドの世界で
データを分析しています。これから農業を支えていく
中で、光ブロードバンドは大切なものであり、１日で
も早い整備をお願いします。

◆情報通信整備は、特に農業分野での話がされています
が、介護や福祉、教育分野でも必要なものだと考えて
います。周りの合意形成、想いの通じ合った形での事
業展開となるよう、ご協力いただきたいと思います。

●合同納骨塚の利用は、現在どのくらいあるのですか。 ◆ 12月末現在では、生前予約２件、改葬焼骨埋蔵が４件
で 11体となっています。

●東藻琴でイチゴの栽培をしていますが、採算がとれて
いるのですか。

◆イチゴハウスは、毎年、300 万円程度の赤字を抱えて
おり、委員会としても問題視をしている施設の一つで
す。このまま続けていくのか、考えなければならない
時期にきていると思っています。

●イチゴハウスを作る際は、「大空町に珍しいものを」と
頑張ったんだと思います。その想いが力尽きてしまっ
たのなら仕方ないですが、想いがある人がいるのであ
れば、考えてあげることも必要ではないかと思います。

◆そのような考え方もあるかと思いますが、今の時点で
話はありません。そういう時期にきている判断を議会
としても行ったということです。

●イチゴハウスは今後、違うメニューでいく考えはあり
ますか。

◆何をやったら良いかは、まだ決まっていないと思いま
すが、新しい方法を考える時期ではないかと、行政側
に申し入れをしています。

●福祉、介護を取り巻く環境は厳しくなり、福祉会の体
制強化を進めていくことも考えています。議員の皆さ
んからもアドバイスをいただきながら、取り組んでい
かなければならないと思っています。

◆福祉は人材の確保の問題を含め、幅広い分野での課題
を突きつけられており、本当にご苦労なことが多いと
思います。さまざまな協力を持って、対処していかな
ければならないと思っています。

●町の予算を全体的に 20％圧縮すると聞きましたが、主
にどの辺の予算を削られるのですか。

◆議会としては、現時点では予算の中身や内容は一切報
告を受けていません。これから予算委員会が始まり、
審査していくことになります。

1415 大空町議会だより　第56号（令和２年５月）大空町議会だより　第56号（令和２年５月）



Voice声町民の
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※民間事業者からの有料広告を掲載しています。
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私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　大空町自治会女性部連絡協議会執行委員として
数年、今までとは違う形で、色々な行事、会議等
に参加する事も多く、色々な人とお話する機会が
ありました。
　そのような中、自治会の高齢化が進んでいる事、
子供の安全対策等々、私には気づかない事もあり
ました。
　また、これからできる認定こども園・新高校に
期待する声もたくさんあります。

　議員・行政の皆様にも、色々な行事等々に一町
民として参加していただき、たくさんの町民の声
を聴いて、色々な事を共有しあい、議会・行政・
町民が協力しあえたら、今まで以上に安心して住
み良いまちづくり、笑顔で暮らせるまちづくりが
できるのではと思います。
　これからも期待しています。よろしくお願いし
ます。

河
かわ

　西
にし

　美
み

　香
か

 さん
（大空町自治会女性部連絡協議会会長）

色々な事の

大空八景

　朝日ヶ丘公園に町民の寄附で設置された「幸福を呼ぶ鐘」。
美しい音色が多くの人に安らぎを与えてくれます。（三條撮影）
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